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地球惑星関連学会合同大会のお知らせ

　地球惑星関連学会のうち地震学会，日本火山学会，

日本測地学会，日本地球化学会，日本惑星科学会，地

球電磁気・地球惑星圏学会の6学会が主催する合同大

会は，3回の試行を経て，今回は4回目を迎えていま

す．我が日本気象学会は従来通り，関心のあるテーマ

についてシンポジウムを共催するという形で参加しま

す．

日時：1993年3月19日（金）～22日（月）

場所：東京都立大学教養部

　　　東京都八王子市南大沢1－1（京王相模原線南大沢

　　　駅から徒歩数分）

共催シンポジウム：「生物圏から大気圏への化学物質

　　　の移動とその物質の大気中での振舞」

日時：3月20日（土）午後1時～5時

内容：座長，深尾昌一郎・岩坂泰信

　1300－1305　コンビーナからのあいさつ

　1305－1330和田英太郎（京大・生態系センター）

　　　　　　　現在の地球大気の組成を決めた要因：

　　　　　　　生物の活動

　1330－1355　森山　茂（日大・生産工学）

　　　　　　　比較惑星学的に見た大気組成：生物の

　　　　　　　役目は何か

　1355－1420　松永捷司（名大・STE研）

　　　　　　　硫黄の循環の歴史　一大気への影響一

　1420－1445岩坂泰信（名大・STE研）

　　　　　　　成層圏エアロゾルの形成と硫黄循環：

　　　　　　　生物起源の硫黄の寄与はどのようなも

　　　　　　　のか？

　1445－1510　中澤高清（東北大・理）

　　　　　　　大気中の炭酸ガス1（濃度増加と人問

　　　　　　　活動）

　1510－1535及川武久（筑波大・生物科学）

　　　　　　　大気中の炭酸ガスII（生物圏の変遷）

　1535－1550休憩

　1550－1615松浦延夫（名大・STE研）

　　　　　　　中層・超高層大気圏でのイオン化学過

　　　　　　　程と水蒸気循環

　1615－1640鶴田浩一郎（国立宇宙研）

　　　　　　　磁気嵐時の磁気圏の酸素の存在

　1640－1650　総合討論

問い合せ先：木田秀次（地球惑星関連学会連絡会担当

　　　　　　委員）

　　　　　　気象研究所，〒305つくば市長峰1－1

　　　　　　電話（0298）51－7111

　　　　　　Fax　（0298）55－7240
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